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堂
祭
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米
沢
藩
上
杉
家
と
仏
教
寺
院
と
の
か
か
わ
り
を
み
る
と
き
、
他

藩

に
例
の
な
い
二
つ
の
特
色
が
あ
る
。

一
つ
は
上
杉
家
だ
け
が
真
言
宗
寺
院
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
こ

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

　

と
で
あ
る
。
上
杉
謙
信
は
法
体
し
て
、
法
印
権
大
僧
都
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
そ
の
嗣
子
景
勝
も
真
言
宗
に
帰
依
す

る
こ
と
深
く
、
景
勝

以
降

の
米
沢
藩
歴
代
藩
主
も
ま
た
、
死
後
、
大
覚
寺
門
跡
の
執
奏

に
よ
り
法
印
権
大
僧
都

の
追
諡
号
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
正

八
年

(
一
九

一
九
)

の
茂
憲
ま
で
続
い
て
い
る
。

二
五
五



も
う

一
点
は
、
居
城
の
本
丸
内
に
藩
祖
謙
信
の
遺
骸
を
祀
る
廟

堂

(以
下
御
堂
と
い
う
)
を
設
け
、
そ
の
御
堂
に
近
侍
す
る
二
十

一
の
真
言
宗
寺
院
を
本
丸
と
二
之
丸
の

一
角
に
配
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
第

一
た
る
法
音
寺
は
正
保
二
年

(
一
六
四
五
)
に

大
覚
寺
の
院
室
菩
提
心
院
を
兼
帯
す
る
と

い
う
格
式
の
高
い
も
の

で
あ

っ
た
。

　

こ
の
御
堂
に
つ
い
て
、

『
上
杉
神
社
誌
』
は
、

本
丸
東
南
の
浄
地
を
ト
と
し
て
霊
廟
を
新
営
す
。

(中
略
)

中
央
正
面
に
霊
柩
を
奉
安
し
、
右
に
善
光
寺
如
来
尊
、
左
に

泥
足
毘
沙
門
天
王
を
安
置
す
。
而
し
て
其
の
守
護
の
掟
を
定

む
る
こ
と
頗
る
厳
重
な
り
。

牙
城
の
濠
外

に
真
言
十

一
ケ
の
能
化
寺
坊
を
設
け
、
坊
中
に

九
ケ
の
所
化
僧
坊
を
置
き
、
御
堂
衆
と
称
し
、
又
城
内
に
霊

仙
寺
を
置
き
て
、
能
化
寺
坊
輪
番
を
以
て
勤
仕
し
、
専
ら
祠

堂
の
勤
経
護
衛
奠
式
を
司
ら
し
め
、
更
に
御
膳
衆
と
称
す
る

六
名

の
所
化
を
置
き
て
、
日
夕
供
饌
の
調
度
に
任
せ
し
む
。

(中
略
)
三
月
七
日
よ
り
読
経
連
瑜

一
週
日
、
十
三
日
の
御

命
日
に
は
藩
主
親
し
く
参
拝
の
儀
あ
り
。

(中
略
)
藩
主
事

故
あ
る
時
は
、
城
代
の
代
参
あ
る
外
、
絶
え
て
他
人
の
礼
拝

二
五
六

を
許
さ
ず
。
家
臣
等
も
亦
忌
日
に
当
り
て
は
皆
謹
慎
静
粛
を

極
め
た
り
。

と
い
う
。
そ
れ
は
高
野
山
の
大
師
廟
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
堂
の
造
営
は
、
藩
祖
謙
信
を
尊
崇

す
る
嗣
子
上
杉
景
勝

と
そ
の
臣
直
江
兼
続
が
大
乗
寺
良
海
等
を
し

て
、
転
封
の
た
び
に

謙
信
の
遺
骸
を
越
後
か
ら
会
津
、
米
沢

へ
と
移
し
て
成
さ
し
め
た

も
の
で
あ
る
。
謙
信
崇
拝
は
す
な
わ
ち
、
毘
沙
門
天
王
を
奉
じ
て

不
動
明
王
の
降
魔

の
剣
を
と
り
、

「輝
虎
守
筋
目
不
致
非
分
事
」

　

と
題
す
る
祈
願
文

の
中
で
、

輝
虎

一
代
改
而
不
致
非
分
事
、
惣
別
大

小
事
共
、
従
神
慮
外

者
頼
不
申
候
、
輝
虎
不
知
非
道
不
存
候
、

と
言
い
切

っ
た
謙
信
の
信
念
を
、
藩
主
自
ら
が
身
を
も

っ
て
実
践

す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
上
杉
家
ひ
い
て
は
米
沢

藩
を
安
定
さ
せ
う
る
精
神
的
な

一
つ
の
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
謙
信
の

「
不
知
非
道
不
存
」
と
言

っ
た
信
念
の
よ

る
と
こ
ろ
は
、
高
野
山
無
量
光
院
の
清
胤

に
つ
い
て
灌
頂
を
授
け

ら
れ
、
法
の
如
く
法
体
を
遂
げ
る
過
程
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で



あ
る
。

以
下
、
謙
信
と
清
胤
と
の
か
か
わ
り
を
、
そ
の
書
状
を
中
心
と

し
て
追
い
な
が
ら
、
謙
信
の
法
体
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第

一
章

天
文

の
上
洛
と
受
戒

謙
信
は
七
歳
の
天
文
五
年

(
一
五
三
六
)
に
林
泉
寺

の
天
室
光

育

の
も
と
で
修
業
を
始
め
る
。
し
か
し
こ
の
年

の
秋

に
ぱ
元
服
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
僧
と
し
て
の
修
業
で
は
な
く
学
問

の
た
め

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
以
降
七
年
聞
に
お
よ
ぶ

林
泉
寺
の
修
業
は
、
後

に
謙
信
を
法
体
せ
し
め
る
大
き
な
原
因
と

な

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
の
後
、
天
文
十
八
年

(
一
五
四
九
)
暮

に
は
兄

の
守
護
代
長

尾
晴
景
の
名
跡
を
継
ぎ
、
同
十
九
年

二
月

に
は
守
護

の
待
遇
を
受

け
、
さ
ら
に
同
二
十

一
年
四
月

に
は
従
五
位
下
弾
正
少
弼
に
叙
任

さ
れ
た
。
こ
れ
に
答
謝
し
、
あ
る
い
は
信
濃

・
関
東

へ
の
出
兵

の

大
義
名
分
を
得
る
た
め
に
、
同

二
十

二
年
秋

に
上
洛
を
果
た
す
の

で
あ
る
。

こ
の
上
洛

に
あ
た
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
が
、
天
文
二
十
二
年
夏
に
越
後
直
江
津

の
善
導
寺
か
ら
京
都

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

　

百
万
遍
智
恩
寺

に
晋
山
し
た
岌
長
で
あ
る
。

ま
た
、
大
覚
寺
門
跡

義
俊
は
謙
信

の
叙
任

に
尽
力
し
、
こ
の
上
洛

で
面
識
を
得
た
後
は

さ
ら
に
親
交
を
深
め
、
朝
廷
や
将
軍
家
と
の
仲
介
役
と
し
て
、
あ

る
い
は
謙
信
法
体

の
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
上
洛

の
際
、
謙
信
は
大
徳
寺
の
徹
咄
宗
九
に
参
禅
し
、
十

一
月
十
九
日
に
は
高
野
山

へ
登
山
し
、
十
二
月
八
日
に
は
再
び
大

徳
寺

に
参
禅
し
て
、
宗
九
よ
り
在
俗
の
ま
ま

三
帰
五
戒
と
衣
鉢
法

　

号
を
授
け
ら
れ
た
。
宗
九
の
授
記
文
に
い
う
。

越
之
後
州
平
氏
景
虎
公
授
衣
鉢
法
号
三
帰
五
戒
日
宗
心

天
文
十

二
癸
丑
臘
八
日

前
大
徳
徹
曲
叟
宗
九

(
花
押
)

(朱
印
)

(
朱
印
)

こ
の
中
で

「
三
帰
五
戒
を
授
け
」
と
あ
る
。
謙
信
は
母
の
影
響

で
毘
沙
門
天
を
殊
に
深
く
信
仰
し
て
い
た
が
、
そ
の

『
仏
説
毘
沙

　

門
天
王
功
徳
経
』
に
は
、

欲
得
我
福
、
持
五
戒
三
帰
、
為
無
上
菩
提
、
願
求
訣
定
施
与

得
成
就

一
切

の
一
節
が
あ
る
。
宗
九
よ
り
提
唱
さ
れ
た

「
無
の
字
の
公
案
」
を

解
き
三
帰
五
戒
を
授
け
ら
れ
た
謙
信
が
、
兜

に

「
無
」
の
字
を
表

二
五
七



　

　

わ
し
、
本
陣
旗
に

「
刀
八
毘
沙
門
」
の
文
字
を
記
し
た
所
以
を
こ

こ
に
み
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
後
、

一
時
期
謙
信
は

「宗

心
」
と
署
名
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
家
臣
も
書
状
の
中
で

　

「宗
心
」
と
い

っ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
は

「高
野
山
に
清
胤
を
訪
ね
る
」
説
が

一
般
的
で

あ

る
が
、

こ
れ
も
疑
問
が
残
る
。
こ
の
年
、
謙
信
二
十
四
歳
、
清

胤

三
十
二
歳
で
あ
る
。
清
胤
に
つ
い
て
は
無
量
光
院
の

『
先
師
過

　

去
簿
』
に
よ

っ
て
知
る
の
み
で
あ
る
。

無
量
光
院
院
譜

(中
略
)

マ
マ

一
、
上
杉
輝
虎
公
帰
依
清
胤
法
印
。
創
建
精
舎
於
越
府
号
法

憧
寺
令
住
請
法
印
。

(中
略
)

辮

贇

行
法
印
大
和
尚
議

黶
穐
黷
牴
朗

(
中
略
)

欝

響

行
法
印
大
和
尚
清
胤

禝
繊
轟
黏

晶

字
舜
学
房
。
越
後
国
人
。
覚
融
之
神
足
而
継

融
師

主
当

院
。
上
杉
謙
信
聞
胤
之
道
徳
就
而
剃
髪

入
道

為
師

資
之

ノ
約
。
更
建
立

一
宇
精
舎
屈
清
胤
為
始
祖
。

二
五
八

騨

野

行
法
印
大
和
尚
玄
仙

護

黏

年
六
月

清
胤

の
三
十

二
歳
と

い
う
年
齢
は
、
よ
う

や
く
入
寺
位
に
昇
進

　

し
住
職
た
り
う
る
資
格
が
得
ら
れ
た
頃
で
あ

る
。
無
量
光
院
に
は

当
時
、
八
十

一
歳

の
高
齢
な
が
ら
、
大
師
の
再
誕
と
称
さ
れ
た
前

官
覚
融
が
あ

っ
た
。
覚
融
は
こ
の
年

の
翌
々
年

に
遷
化

す

る

の

で
、
清
胤
が
謙
信

の
上
洛

の
前
後
に
無
量
光
院
の
住
職
と
な

っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
決
し
て
高

い
地
位

に
あ

っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
同
じ
越
後

の
出
身
と
は
い
え
、
そ
れ
以
前
の
交
流

を
物
語
る
も
の
も
な
い
。
謙
信

の
高
野
山
登
山
が
清
胤
を
訪
ね
る

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
他

に
特
定
す
る
人
物
も
な
く
、

こ
こ
で
は

「清
胤
を
訪
ね
る
」
説
に

疑
問
を
な
げ

か
け
る
に
と
ど
め
る
。

け
れ
ど
も
宗
九
か
ら
の
授
戒
と
清
胤
と
の
出
逢

い
が
、
後
の
謙

信
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
め
な

い
事
実
で
あ
る
。
果

し
て
、
こ
の
三
年
後
の
弘
治
二
年

(
一
五
五
六
)

に
謙
信
は
突
如

と
し
て
出
家
遁
世
の
志
を
遂
げ
る
た
め
に
越
後
を
去
ろ
う
と
し
た

晦

越
後
の
不
安
定
な
社
会
情
勢

は
そ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
は
な

　

く
、
武
将
に
立
ち
返
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。



第
二
章

謙

信

の

法

体

第

一
節

受
明
灌
頂
を
受
く

.
永
禄
二
年

(
一
五
六
二
)
、
謙
信
は
二
度
目
の
上
洛
を
果
た
し
、

再
び
高
野
山
に
清
胤
を
訪
ね
、
さ
ら
に
親
交
を
深
め
た
の
で
あ

っ

だ
。こ

の
三
年
後

の
永
禄
五
年
七
月

二
十
五
日
、
謙
信
は
越
後
国
分

寺

の
五
智
如
来
堂
を
再
興
し
、
落
慶
供
養

の
導
師
と
し
て
清
胤
を

招
請
し
た
。
時

に
謙
信
三
十
三
歳
、
清
胤
四
十

一
歳
。
清
胤
は
阿

闍
梨

に
昇
進
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
上
杉
家
御
年
譜
』

(
以

　

下

『
上
杉
年
譜
』
と
す
る
)
に
は
、

同
年
秋
七
月
廿
五
日
、
頸
城
郡
国
分
寺
五
智
如
来
堂
供
養
ア

リ
。
政
虎
公
往
年

ヨ
リ
真
言
ノ
密
教

二
御
帰
依
有
テ
、
今
年

五
仏

ノ
秘
法
御
伝
受
也
。
当
月
中
旬

ヨ
リ
国
分
寺

ノ
五
智
如

来
堂
ヲ
再
興
シ
玉
フ
。
兼
テ
神
余
隼
人
正
親
綱
ヲ
上
洛

セ
シ

メ
、
大
覚
寺
義
俊
親
王
ヲ
以
テ
執
奏

シ
玉
フ
。
供
養

ノ
導
師

ハ
高
野
山
無
量
光
院
ノ
住
持
清
胤
法
印
ヲ
招
請

シ
玉
フ
。

　

と

あ

る

。

ま

た

『
北

越

軍

談
』

に
は
、

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

護
国
山
国
分
寺
の
五
智
如
来
堂
を
再
興
ま
し
ま
せ
し
時
、
落

慶
供
養
の
導
師
と
し
て
、
高
野
山
金
剛
峰
寺
の
学
侶
無
量
光

⑯

院
清
胤
を
請
待
有
て
、
府
内
の
宝
憧
寺

に
寄
宿
の
間
、
是
を

戒
師
と
し
て
、
胎
金
両
部
の
秘
密
の
印
明
を
受
て
、
灌
頂
投

花
を
遂
行

⑰

し

た
と

あ

る
。

さ

ら

に

『
太

祖

一
代

軍

記

』

で

は
、

永

禄

六
年

正

月

と

し

て

い
る

が
、マ

マ

高
野
山
無
量
寿
院
清
胤
法
印
を
戒
師
と
し
、
真
言
金
胎
両
部

の
秘
密
印
明
を
受
け
灌
頂
を
遂
げ

の
記
述
が
あ
る
。

「
五
仏
ノ
秘
法
御
伝
受
」
と
か

「灌
頂
投
花
を

遂
行
」

「灌
頂
を
遂
げ
」

の
記
述
は
、
謙
信
が
こ
の
時
に
受
明
灌

頂
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
も

の

で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

灌
頂
は
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
僧
俗
男
女
を
問
わ
ず

在
家
に
解
放
さ
れ
た
結
縁
灌
頂
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
投
花
得
仏

し
て
因
縁
を
結
ぶ
も
の
で
、
平
城
上
皇
や
嵯
峨
天
皇
の
入
壇
し
た

も
の
で
あ
る
。

次
に
受
明
灌
頂
で
あ
る
。
こ
れ
は
得
度
し
て
間
も
な
い
弟
子
位

に
あ
る
僧
が
投
花
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た

一
尊
を
対

象
と

し

た
印

二
五
九



契

・
明
呪
を
伝
授
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
げ
て
初
め
て

密
教
を
受
持
し
学
修
す
る
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
高

　

梨
宥
興
師
に
よ
れ
ば
、

「受
明
灌
頂
を
受
け
る
た
め
に
は
必
ず
得

度

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
こ
の
法
式
を
厳
格
に
執
行
す
れ
ば
必
ず

剃
髪
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
謙
信
が
全
く
の
法
体
と

な
る
の
は
天
正
二
年

(
一
五
七
四
)
の
こ
と
で
あ
る
が
、
受
明
灌

頂

を
受
け
た
際
に

一
度
は
全
く
の
法
体
と
な

っ
た
と
考
え
た
い
。

　

だ
が
、

こ
れ
以
後

の
謙
信
の
頭
型
は
、

公

の
頭
形
は
円
頂
に
あ
ら
ず
切
余
を
被
て
猶
有
髪
な
り
。
山

門
の
衆
徒
、
根
本

の
法
師

の
如
し
ゆ

と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

得
度
式
で
は
法
名
も
授
け
ら
れ
る
が
、

「謙
信
」
の
署
名
は
元

亀

元
年

(
一
五
七
〇
)
十
二
月

十

三
日

の
祈
願
文
に
初
見
さ
れ

⑳る
。
こ
の
願
文
は
紙
全
体
が
血
で
染
め
ら
れ
、
俗
に

「
血
染
の
願

文
」
と
呼
ぽ
れ
、
そ
の
内
容
か
ら
は
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
謙
信

の
信
仰
心
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「謙
信
」

の
名

の
由
来
を
林

泉
寺
の
益
翁
宗
謙
が
提
唱
し
た

「達
磨
不
識

の
公
案
」
を
説
破
し

た
の
で

「
不
識
庵
謙
信
」
と
い
う
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
し

か
し

「達
磨
不
識
の
公
案
」
を
説
破
し
た
の
は
宗
謙
が
林
泉
寺

に

二
六
〇

晋
山
し
て
間
も
な
い
、
謙
信
の
天
文
の
上
洛
以
前
の
こ
と
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、

「謙
信
」
の
法
名
は
宗
謙
が
与
え
た
も
の

で
は
な
く
、
清
胤
が
そ
れ
を
も
と
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

た
い
。

灌
頂

の
三
つ
目
は
伝
法
灌
頂
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
第
二
節
で
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

永
禄
五
年

(
一
五
六
三
)
以
降
、
謙
信
は
関
東

へ
の
出
陣
が
多

く
な
り
、
以
後
十

一
年
間
の
う
ち
六
回
関
東

で
越
年
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
清
胤
と
の
交
流
を
示
す
も
の
は
な
い
。
次
に
現
わ
れ
る

の
は
、
元
亀
四
年

(
一
五
七
三
)
七
月
十
六
日
の
清
胤
の
書
状
で

　
i

あ
る
。
同
月
二
十
八
日
に
改
元
さ
れ
る
の
で
、
以
下
天
正
元
年
と

す
る
。

こ
の
年
、
謙
信
四
十
四
歳
、
清
胤
五
十

二
歳
で
あ
る
。

依
的
便
令
啓
上
候
。
無
量
光
院
為
迎
御
使
僧
登
山
候
。
則
応

増
令
可
有
下
向
之
由
、
雖
然
於
季
冬
学
頭
職
昇
進
候
。
学
衆

中
各
抑
留
候
。
来
年
秋
末
必
可
被
罷
下
旨
相
談
候
。
此
旨
可

然
様
可
預
御
披
露
候
。
恐
々
謹
言
。

七
月
十
六
日

左
学
頭

進
上

御
奉
行
所

追
啓

大
乗
寺
儀
御
威
光
を
以
御
普
請
等
被
仰
付
由
、
拙



僧
不
浅
次
第

二
存
候
。
以
上
。

『
越
佐
史
料
』
は
こ
の
書
状
を
年
未
詳
と
し
て
、
天
正
三
年
六

月
五
日
の
項
に
付
録
と
し
て
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、

こ
れ
を
天

正
元
年
と
す
る
の
は
、
清
胤

の
年
齢
と
学
頭
昇
進

の
関
係
、
清
胤

が
天
正
二
年

に
越
後
下
向
を
果
す
こ
と
、
謙
信
が
天
正
年
中

に
大

乗
寺
を
普
請
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
大
乗
寺
は
信
濃
川
中
島
に
あ

っ
た
も
の
を
、
そ
の
地
に

出
陣
し
た
謙
信
が
住
職
長
海
に
帰
依
し
、
後

に
伽
藍
を
春
日
山
に

移
転
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
野
団
111氏
'
よ
れ

晦

現
在
の
新
潟
県
中
頸
城
郡
吉
川
町
大
字
大
乗
寺

に
は
大
乗
寺

屋
敷
が
あ
り
大
乗
寺
趾
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
鎌
倉
時
代

の
い
け
込

み
式
阿
弥
陀
如
来
石
仏
が
認
め
ら
れ
る
。
吉
川
町
は
平
安
時
代
は

鳥
羽
十

一
面
観
音
堂
領
で
あ
り
、
真
言
宗
大
乗
寺
も
そ
こ
に
生
ま

れ

た
古
寺
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
所
に
は
、

元
亀
二
年

法
印
賢
永
大
和
尚
位

七
月
廿
日

　

の
銘
の

一
石
五
輪
塔
が
あ
る
。
賢
永
は
長
海
の
法
嗣
で
あ
り
、
と

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

も
に
謙
信
の
在
世
中
に
遷
化
し
た
。

ゆ

大
乗
寺
健
氏
所
蔵
の

『
当
家
代
々
御
霊
号
』、
の
巻
物
は
、

「
一

代
長
海
命
、
二
代
賢
永
命
、
三
代
良
海
命
」
と
な

っ
て
お
り
、
同

の

じ
く

『
大
乗
寺
家
記
』
は
、

「わ
が
大
乗
寺
家
は
謙
信
逝
去
の
時

大
導
師
を
奉
仕
し
た
良
海
を
始
祖
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
長
海

・
賢
永
の
時
代

に
は
現
在
の
吉
川
町

に
あ

っ
た
大
乗
寺
が
、
天
正
元
年
の
良
海

の
時
に
春
日
山

へ
移
転

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
川
中
島
の
大
乗
寺

が
春
日
山
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
川
中
島
の
某
寺
よ
り
長
海

が
頸
城
郡

の
大
乗
寺

へ
晋
山
し
た
も
の
と

い
え
る
。

『
大
乗
寺
家
記
』
は

「春
日
山
不
識
院
大
乗
寺
と
称
し
」
と
い

い
、

『
上
杉
年
譜
』
は
各
所
で

「城
内
北

ノ
丸
大
乗
寺
」

と
記

⑳

し
、
ま
た
謙
信
を

「
不
識
院
内

二
葬
埋
シ
」
と
し
て
い
る
。
春
日

山
城
本
丸

の
北
下
方
に
は
、
護
摩
堂

・
諏
111
社

・
毘
沙
門
堂

・
不

識
院
と
呼
ぽ
れ
る
曲
輪
趾
が
並
ぶ
。
前

の
記
述
か
ら
み
て
、
大
乗

寺
は
こ
の
曲
輪

に
建
て
ら
れ
た
極
め
て
小
さ

な
寺
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
宝
憧
寺
と
同
様

に
府
内

の
国
分
寺
付
近
に
建
て

ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

二
六

一



第
二
節

法
の
如
く
の
法
体

謙
信
は
天
正
二
年

(
一
五
七
四
)
三
月
十

一
日
、
関
東
の
陣
中

ゆ

よ
り
清
胤
に
書
を
送
り
、
無
量
光
院
と
師
檀
の
契
約
を
な
し
た
。

定

越
後
国
貴
院
旦
那
之
事
、
師
檀
契
約
已
厚
矣
。
然
則
不
啻
予

累
葉
、
旗
下
将
士
及
分
国
之
檀
契
、
亦
可
准
同
于
予
者
也
。

天
正
二
年
覦

三
月
十

一
日

謙
信

(花
押
)

無
量
光
院
法
衲机

下

そ
の
後
、
五
月

に
帰
国
し
、
十
月

に
は
ま
た
関
東

へ
出
陣
、
十

一
月
下
旬
か
十

二
月
上
旬

に
帰
国
す
る
ゆ
そ
し
て
十
二
月
半
ば
、

清
胤
が
二
回
目
の
越
後
下
向
を
す
る
。
清
胤
が
謙
信
の
建
立
し
た

宝
憧
寺
に
住
し
た
の
は
前
回
同
様
で
あ
る
。
こ
の
時
、
謙
信
四
十

五
歳
、
清
胤
五
十
三
歳
で
あ
る
。

清
胤
を
迎
え
た
謙
信
は
、
清
胤
を
師
と
し
て
剃
髪
す
る
。

『
上

ゆ

杉

年

譜

』

に
は
、

(天
正
二
年
)

、同
年
冬
十
二
月
十
九
日
、
管
領
御
剃
髪
、
」護
摩
灌
頂
執
行
有

テ
、
法
印
大
和
尚

二
任
セ
ラ
ル
。

二
六
二

と
あ
る
。
ま
た
謙
信
の

「
天
正
三
年
乙
亥
卯
月
廿
四
日
」

の
祈
願

⑳文
に
も

「
去
年
極
月
十
九
、
令
法
体
」
と
あ
り
、
謙
信
が
天
正
二

年
十
二
月
十
九
日
に
剃
髪
し
全
く
の
法
体
と
な

っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

清
胤
は
謙
信
の
法
体
を
、
そ
の
六
ヶ
月
後

の
天
正
三
年
六
月
五

⑳

日
に
高
野
山
宝
性
院

へ
報
じ
た
。
こ
の
書
状
を

一
字

一
句
正
確
に

読
み
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「護
摩
灌
頂
執
行
有
テ
、
法
印
大
和

尚

二
任

セ
ラ
ル
」
の
が
同
じ
十
二
月
十
九
日
で
は
な
い
こ
と
が
判

明
し
、
そ
の
他
の
従
来
の
諸
説
も
修
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の

書
状
は
現
在
、
高
野
山
無
量
光
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全

文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
清
胤
書
状
と
い
う
。

態
令
啓
札
候
。
仍
太
守
謙
信
依
年
来
之
御
宿
望
去
年
被
成
御

法
体
。
愚
僧
与
師
弟
之
御
契
約
。
四
度

・
伝
法
之
儀
式
如
法

被
相
遂
。
永
宗
門
之
制
誠
不
可
有
違
犯
之
旨

御
誓

詞
厳

重

候
。
此
趣
衆
徒
中
江
可
被
成
御
披
露
、
以
御
内
証
使
僧
被
差

(
侶

)

登
、
御
直
書
井
学
呂
惣
分
江
黄
金
百
両
進
献
。
貴
院
江
別
而

黄
金
拾
両
被
進
之
候
。
是
又
現
世
之
非
御
名
聞
、
高
野
霊
地

之
為
体
先
年
御
見
聞
之
上
、
弥
々
殊
勝
被
思
食
入
之
間
、
後

世
菩
提
善
根
可
被
成
置
、
其
山
御
懇
志
之
故
如
此
候
。
依
之



別
而

一
院
有
御
再
興
、
御
菩
提
所
被
相
定
。
惣
者
大
破
之
伽

藍
之
儀
、
連
々
修
造
可
被
仰
付
御
臆
意
候
。
此
等
之
趣
、
衆

徒
中
被
成
御
技
露
、
被
及
御
回
報
者
可
為
御
喜
悦
候
。
恐
々

謹
言
。

宝
憧
寺

(天
正
三
年
)

亠ハ
月
五
日

清
胤

(花
押
)

宝
性
院

御
同
宿
中

こ
れ
を
順
を
追

っ
て
詳
細
に
解
釈
し
た
い
。
ま
ず
第

一
に

「依

年
来
之
御
宿
望
去
年
被
成
御
法
体
」
と
あ
る
。
さ
き
の
受
明
灌
頂

の
際

に
一
度
は
全
く
の
法
体
と
な

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
後
は
や
は
り

『
北
越
軍
談
』

の
よ
う
に

「猶
有
髪
」
で
あ
り
、

「
山
門
の
衆
従
、
根
来
の
法
師
の
如
し
」

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
に
お
い
て
よ
う
や
く
長
年
の
宿
望
が
か
な
い
全
く
の
法

体
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

「
四
度

・
伝
法
之
儀
式
如
法
被
相
遂
」

が

問
題

で
あ

る
。
布
施
秀
治
が

『
上
杉
謙
信
伝
』
で
、

「師
弟

之
御

契
約

四

度
。
伝
法
之
儀
式
如
法
」
と
読
み
違
え
て

「師
弟
の
契
、
前
後
四

⑫

回
に
及
び
」
と
記
し
て
い
る
。
以
後
の
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
に

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

な
ら

っ
て
、
真

の
謙
信
の
法
体

の
姿
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
。

し
か
し

「
四
度
」

」
伝
法
L

は

そ
れ
ぞ

れ

「
四
度
加

行
」
と

「伝
法
灌
頂
」

の
こ
と
で
あ
る
。

ゆ

四
度
加
行
と
は
、
伝
法
灌
頂
に
入
壇
す
る
前
提
と
し
て
、
十
八

道

・金

剛
界

・
胎
蔵
界

・
護
摩

の
四
種

の
修
法

(
三
密
の
行
)
を

実
習
す
る
修
行
で
あ
る
。

修
行
中
は
、

門
外
不
出

で
斎
戒
沐
浴

し
、
中
断
し
た
場
合
は
最

初

か
ら

や
り
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
時
代

に
よ
り
日
数
は
八
百
日
、

二
百
余
日
な
ど
変
化
が

あ
る
が
、
次
第

に
短
縮
さ
れ
て
現
在
で
は
約
百
日
が
標
準
と
な

っ

て
い
る
。

ゆ

ま
た
、
伝
法
灌
頂
は
、
師
僧
か
ら
弟
子
に
真
言
密
教
の
秘
法
を

伝
授
す
る
最
高

の
儀
式
で
あ
り
、
ゆ
え
に
伝
法
と
い
う
。
そ
し
て

儀
式

の
中
に
智
恵

の
水
を
頂
に
灌
ぐ
作
法
が
あ
る
の
で
灌
頂
と
い

う
。
こ
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
者
が
阿
闍
梨

で
権
大
僧
都
の
僧
階

を
得
る
。
真
言
宗
で
最
も
厳
粛
な
大
掛
か
り
な
儀
式
で
あ
り
、
こ

の
法
会

の
前
に
は
そ
の
前
行
が
あ
り
、
終
る
と
結
願
法
要
が
あ
り

一
週
間
を
要
す
る
大
法
会
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
灌
頂
に
際
し

て
晦

師
か
ら
弟
乏

印
契
と
印
信

(謨
誘

靉

を
Y

血
脈

(師
資
相
承
の
由

来
を
記
録
す

)
が
拝

ら
れ
ゑ

血
脈
は
密
教
の
秘
法
歪

し

二
六
三



く
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
秘

法

を
修
し
て
も
効
験
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

謙
信
は
こ
の
四
度
加
行
と
伝
法
灌
頂
を
法
の
如
く
に
遂
行
し
た

と

い
う
。
四
度
加
行
を
略
式
と
し
て
百
日
程
度
で
終
え
、
伝
法
灌

頂

に
約

一
週
間
と
し
て
、
そ
の
日
数
は
百
十
日
ほ
ど
に
な
る
。
ま

た
、
謙
信
が
剃
髪
し
た
天
正
二
年
十

二
月
十
九
日
か
ら
北
条
氏
討

滅

の
願
文
を
納
め
た
天
正
三
年
四
月

二
十
四
日
ま
で
の
日
数
も
ほ

ぼ

こ
れ
に
等
し
い
。
謙
信
は
清
胤
よ
り
伝
授
さ
れ
た
血
脈
を
も

っ

て
、
天
正
三
年
四
月
二
十
四
日
に
北
条
氏
の
調
伏
を
願

い
秘
法
を

修

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
莫
大
な
黄
金
の
献
上
は
、

「
現
世
之
非
御
名
聞
」

「後

世
菩
提
善
根
可
被
成
置
、
其
山
御
懇
志
之
故
」
で
あ
る
と
い
う
。

密
教
に
お
い
て
師
は
絶
対
で
あ
る
。
そ
の
師
清
胤
が
謙
信
に

「
永

宗
門
之
制
誠
不
可
有
違
犯
之
旨
」
の
誓
詞
を
取
り
な
が
ら
も
言

っ

て

い
る
こ
の
言
葉
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
な
謙
信
の
信
仰
心
を
伝
え

て

い
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
節

阿
闍
梨
法
印
謙
信

前
節
の
清
胤
書
状
は
宝
性
院
宛
で
あ
る
が
、
宝
性
院
か
ら
の
返

二
六
四

書
は
現
存
し
な
い
。
清
胤
や
謙
信
は
そ
れ
以
外

へ
も
書
状
を
送

っ

た
と
思
わ
れ
、
そ
の
返
書
と
し
て
次
の
三
通
が
あ
る
。
ま
ず
第

一

は
無
量
寿
院
快
慶
か
ら

の
も

の
で
あ

る
。
以
下
快
慶
書
状
と
い

う
。

依
年
来
之
御
願
被
成
発
心
、
殊
密
家
所
帰
之
旨
賢
慮
誠
不
及

惷
知
処
、
更
難
尽
紙
上
候
。
就
其
為
被
開
聖
主
之
恩
化
、
黄

金
十
両
到
来
。
御
懇
情
令
承
悦
候
。
自
是
祝
詞
之

一
儀
具
、

両
使
節
江
申
渡
候
事
候
。
恐
々
頓
主
。

(天
正
三
年
)

七
月
廿

一
日

快
慶

(花
押
)

謙
信
法
印
御
房御

報

文
中
の

「密
家
所
帰
之
旨
賢
慮
」
は
謙
信
が
法
に
従

っ
て
法
体
を

遂
げ
た
こ
と
を
指
し
、

「
惷
知
」
は
他

の
戦
国
大
名
の
形
ば
か
り

の
入
道
姿
を
指
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　

二
通
目
は
無
量
光
院
の
留
守
僧
宥
義
の
も

の
で
あ
る
。
以
下
宥

義
書
状
と
い
う
。

御
状
令
拝
見
候
。
抑
、
謙
信
法
印
御
房
入
真
言
宗
門
、
御
修

行
如
法
之
趣
希
代
勝
事
、
併

一
家
繁
栄
之

嘉
瑞

不
可
過

之

候
。
満
寺
開
喜
悦
之
眉
候
。
将
亦
無

量
光
院
可
被
成
御
願
之



寺
之
旨
、
依
被
仰
出
候
、
御
納
得
之
段
尤
可
然
候
。
就
其
彼

院
家
之
留
守
居
、
愚
僧
罷
渡
候

へ
之
由
候
。

雖
為
斟

酌
千

万
、
且
者
印
融

・
覚
融
御
遺
跡
相
続
之
儀
、
悦

則
移

住
仕

候
。
随
而
院
中
為
披
露
、
御
樽
料
黄
金
十
両
被
仰
付
候
。
各

々
拝
受
仕
、
忝
之
由
申
候
。
委
曲
御
両
使
可
演
説
候
之
問
、

不
能

=

一候
。
恐
々
謹
言
。

無
量
光
院

(天
正
三
年
)

七
月
廿
八
日

宥
義

(
花
押
)

宝
憧
寺御

返
報

こ
れ
は

「無
量
光
院
宥
義
」
と
署
名
し
て
い
る
が
、
第

一
章
に

あ
げ
た
無
量
光
院
の

『
先
師
過
去
簿
』

に
み
る
よ
う
に
、
宥
義
は

世
代
に
入

っ
て
い
な
い
。
宥
義
は
高
野
山
正
智
院

の
住
持
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
当
時

「宥
義
」
を
称
す
る
者
は
正
智
院
宥
義

の
み

で
あ
る
。

ゆ

『
正
智
院
累
葉
先
師
名
簿
』

に
は
、

前
左
学
頭
宥
義
深
立旦
房

天
正
十
三
年
乙
酉
十

二
月
九
日
子
刻
入
寂
。
石
州
日
和
村

人
。
春
秋
七
十

二
。

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

宥
伝

教
乗
房

慶
長
五
年
辛
丑
七
月
十
八
日
申
刻
入
寂
。
但
州
人
。
春
秋

六
十
。

と
あ
る
。
宥
義
は
当
時
六
十

二
歳
で
あ
り
、
法
嗣
宥
伝
は
三
十
四

歳
で
既
に
住
職
た
る
資
格
を
も

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宥
義
書

状

に
は

「彼
院
家
之
留
守
居
、
愚
僧
罷
渡
候

へ
之
由
候

(
中
略
)

悦
則
移
住
仕
候
」
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
宥
義
は
兼
帯
で
は
な

く
、
正
智
院
を
辞
し
て
清
胤
不
在
の
間
の
無
量
光
院
の
寺
務
を
専

ら
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
清
胤
の
越
後
滞
在
が

か
な
り
長
期
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

ま
た
清
胤
書
状
に

コ

院
有
御
再
興
御
菩
提
所
被
相
定
L
と
あ

る
。
こ
れ

の
み
を
み
れ
ば
、
天
正
元
年

の
大
乗
寺
普
請
と
も
思
わ

れ
る
が
、
宥
義
書
状
の

「無
量
光
院
可
被
成
御
願
之
寺
」

に
よ

っ

て
、
謙
信
が
菩
提
所
と
定
め
修
理
し
た
の
は
無
量
光
院
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三
通
目
は
僧
快
宣
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
快
宣
書
状
と
い
う
。

快
宣
は
清
浄
心
院
の
若
き
僧
で
あ
る
。

尊
書
拝
閲
、
抑
、
被
遂
御
法
体
之
素
意
、
殊
者
言
御
受
法
之

(
侶

)

趣
、
誠
以
難
有
奉
存
候
。
就
之
当
山
学
品
行
人
方

へ
音
問
之

二
六
五



旨
申
届
、
則
被
及
尊
答
候
。
随
而
愚
僧

へ
黄
金
拾
両
拝
領
、

快
然
無
二
候
。
然
者
為
信
喬
禅
月
之
如
意
羅
漢
之
像
、
同
孔

雀
明
王
令
進
上
候
。
猶
宝
憧
寺
可
為
演
説
候
。
恐

々
謹
言
。

七
月
晦
日

快
宣

謹
上

謙
信
法
印
御
房御

報

麁と
こ
ろ
で
、
清
胤
の
謙
信
在
世
中
の
越
後
下
向
は
三
回
と
さ
れ

て
き
た
。
第

一
回
目
が
永
禄
五
年

(
一
五
六
二
)
の
国
分
寺
再
興

の
時
、
第
二
回
目
が

天
正

二
年

(
一
五
七
四
)
の
謙
信
法
体

の

時
。
そ
し
て
第
三
回
目
は

『
上
杉
年
譜
』
に

「
(
天
正
四
年
正
月
)

⑳

同
月

高
野
山
無
量
光
院
ノ
住
持
清
胤
法
印
、
越
府

二
下
着

ス
」

と
あ
る
。

し
か
し
、

『上
杉
年
譜
』
は
続
け
て

「(
秘
密
蔵
は
)

出
家
受

戒

ノ
身

ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
凡
俗

二
授

ル
事
ア
タ

ハ
ス
。
又
是
ヲ
伝
フ

ヘ
カ
ラ
ス
」
ま
た
は

「清
胤
少

モ
屈

セ
ス
、
更

二
伝

授

ノ
躰

ナ

シ
」
と
い
う
。

こ
れ
は
既
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
謙
信
に
対

す
る
記
述
で
は
な
く
、
編
者

の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら

に
、
快
慶
、
宥
義
、
快
宣
の
書
状
を
み
る
に
、
清
胤

の
越
後
下

向

は
二
回
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

二
六
六

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
清
胤
自
ら
が
兼
帯
寺
院
の

「
宝
憧

寺
清
胤
」
を
称
し
、
留
守
居
の
宥
義
が

「無
量
光
院
宥
義
」
を
名

乗

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
胤
の
越
後
滞
在
期
間
が
か

な
り
長
期

に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
宥
義

書
状
は
宝
憧
寺
清
胤

に
対
し
て

「御
両
使
可
有
演
説
」
と
あ
り
、

快
宣
書
状
は
謙
信

に
対
し
て

「宝
憧
寺
可
為
演
説
」
と
、
両
者
と

も
に

「演
説
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
七
月

の
末
に
発
せ

ら
れ
た
三
通
の
書
状
が
越
後

へ
届

い
た
で
あ

ろ
う
八
月
中
旬
頃
に

は
、
ま
だ
清
胤
越
後

に
滞
在

し
て

い
る

こ
と
を
示
す
も

の
で
あ

る
。
清
胤
が
天
正
三
年
八
月
下
旬
以
降

に
高
野
山

へ
帰
山
し
、
天

正
四
年
正
月
に
ま
た
下
向
と
い
う
、
短
期
間

の
往
来
が
あ

っ
た
で

あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
謙
信
は
天
正
二
年
十
二
月
上
旬

に
関
東
よ
り
帰
国
し

て
以
来
、
天
正
四
年
三
月
中
旬

の
越
中
出
陣

ま
で
の
一
年
三
ケ
月

も
の
間
、
自
ら
出
陣
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
、
武
田

信
玄
が
世
を
去
り
、
足
利
義
昭
が
織
田
信
長

に
よ

っ
て
追
放
さ
れ

て
、
天
下
は
信
長
を
中
心
に
し
て
刻
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
巡

っ
て

い
く
の
で
あ
る
。
越
中

・
信
濃

・
関
東
も
決

し
て
安
定
し
た
時
期

で
は
な
い
。
各
方
面
か
ら
援
を
請
わ
れ
て
も
謙
信
自
ら
が
動
く
こ



と
は

一
度
も
な
か

っ
た
。
こ
の
期
間
、
謙
信
に
と

っ
て
極
め
て
重

要

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

謙
信
は
天
正
三
年
四
月
中
旬
ま
で
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た

と
考
え
ら

れ

る
が
、
次

に
は
、
伝
灯
阿
闍
梨
法
印
と
な
る
た
め

⑪

に
、
自
ら
灌
頂
檀
を
開
い
て
弟
子
に
灌
頂
を
授
け
、
ま
た
伝
法
大

会

と
い
う
教
相

の
論
義
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

一
年
余
の

間
に
は
、
剃
髪
法
体
か
ら
四
度
加
行
、
伝
法
灌
頂
、
伝
法
大
会
と

い
う

一
連

の
儀
式
が
法
に
従

っ
て
厳
粛
に
執
行

さ
れ

た

の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
高
野
山
か
ら
正
式
に
謙
信
が
阿
闍
梨
法
印
権
大
僧

⑫都

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
を
待

っ
て
、
清
胤
は
高
野
山
に
帰
山
し
た
で

あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
清
胤
の
越
後
下
向
二
回
説
を

と

る
も
の
で
あ
る
。

む

す

び

以
上
の
よ
う
に
、
謙
信
の
法
体
は
、
天
正
二
年

(
一
五
七
四
)

十

二
月
の
剃
髪
に
始
ま
り
翌
天
正
三
年
四
月
中
旬

に
伝
法
灌
頂
を

終

え
て
、
さ
ら
に
伝
法
大
会
を
修
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は

当
時
流
行
し
た
戦
国
大
名
の
入
道
姿
と
は
性
格
を
全
く
異

に
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

上
杉
謙
信
の
法
体
に
つ
い
て

謙
信
の
死
後
、
そ
の
遺
骸
は

「甕
内

二
納

メ
^
平
生

ノ
御
武
威

ゆ

ヲ
不
変
甲
冑
ヲ
着

サ
シ
メ
、
不
識
院
内

二
葬

埋
」
さ
れ
た
。
序
章

で
述
べ
た
御
堂
祭
祀
は
藩
政
時
代

の
も
の
で
あ
る
が
、
同
様

の
こ

と
が
死
後
直
後
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
第

一
に
、
上
杉
氏
が
会
津

へ
転

封
の
際

に
は
、
そ

の

帰
依
し
た
多
く
の
寺
社
を
伴

っ
た
が
、
大
乗
寺
、
宝
憧
寺
、
妙
観

院

(講

囎
分
)
の
み
は
馨

に
滞
・
て
謙
信
廟
の
守
護
厳
重
で

あ

っ
た
。
そ
し
て
上
杉
氏
に
か
わ

っ
て
春
日
山
城

へ
入

っ
た
堀
氏

は
こ
れ
を
嫌

い
、
廟
所

の
移
転
を
催
促
す
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
八
月
、
景
勝
は
や

　

む
な
く
謙
信
廟
を
会
津

へ
移
転
す
る
。
そ
れ

は
、

(
慶
長
三
年
)
同
年
秋
八
月

二
日

越
府
春
日
山
不
識
院

ヨ

リ
、
謙
信
公
尊
体

ヲ
会
津

二
移

シ
玉
フ

ニ
付
テ
、
春
肩
山
大

乗
寺
、
妙
観
院
、
宝
幢
寺

二
御
書
ヲ
下

サ
ル

(中
略
)
御
棺

ヲ
掘
出
シ
、
別
シ
テ
新
椁

ヲ
コ
シ
ラ

へ
御
棺
ヲ
入
、
旅
行
自

由
ナ
ル
ヤ
ウ

ニ
相
計

フ
ヘ
シ
。
僧
中

ノ
外
俗
人

ハ
曽
テ
イ

ロ

フ
事
・堅
ク
制
　ス
ヘ
シ
。
駅
　路
御
棺

ヲ
カ
キ
塞
・ル
輩
・ハ
健
冖士
ヲ

撰

ヒ
、
手
明
組

ヨ
リ
百
人
遣

ハ
サ
ル
。
弥
以
念
ヲ
入

ヘ
キ
仰

下
サ
ル

二
六
七



と

い
う
厳
重
な
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
慶
長
六
年

の
景
勝

の
米
沢
転
封
に
際
し
て
謙
信
廟
も
米

沢

へ
移
さ
れ
、
前
述

の
御
堂
は
慶
長
十
四
年

(
一
六
〇
九
)
に
完

成

し
た
。
翌
年

に
は
謙
信
三
十
三
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
、
こ
の
頃

に
は
御
堂
祭
祀
も
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

謙
信

の
遺
骸

に
甲
胄
を
着
せ
て
御
堂
に
祀
り
、
日
夕
の
供
饌
を

行
う
こ
と
は
、
高
野
山
で
空
海
が
生
身

の
ま
ま
で
奥
院
廟
窟
に
永

遠

に
生
き
続
け
る
人
と
し
て
四
時
勤
仕
さ
れ
て
い
る
の
に
似
て
い

る
。

か

よ
う

に
し

て
神
格
化
さ
れ
た
謙
信
は
、
藩
政
時
代
に
は

「武
尊
公
」
と
い
う
最
少
限
の
こ
と
ば
で
呼
ば
れ
、
そ
の
敬
崇

の

念

は
最
大
限
に
表
わ
さ
れ
た
。
謙
信
崇
拝
は
す
な
わ
ち
謙
信

の
信

念
を
藩
主
自
ら
が
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
上
杉
家
ひ
い

て
は
米
沢
藩
を
安
定
さ
せ
う
る
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

謙
信
は
出
家
遁
世
と
い
う
本
意
を
遂
げ

る

こ
と
な
く

逝

っ
た

が
、
謙
信
法
体

の
意
義
は
景
勝
の
御
堂
祭
祀
に
よ

っ
て
生
か
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
当
主
上
杉
隆
憲
氏
の

⑮

こ
と
ぽ
、(謙

信
は
)
自
分
の
な
す
べ
き
第

一
義
は
何
か
と
、
死
に
も

二
六
八

の
狂
い
で
毘
沙
門
天
と
対
決
し
て
得
た
、
信
念
と
勇
気
と
を

も

っ
て
貫
い
た
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
。
業
半
ば
に
し
て
没
し

ま
し
た
が
、
望
み
を
達
成
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
意
義
の
深

い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

⑯

あ
る
い
は
、

謙
信
公
を
初
代
に
い
た
だ
き
鷹
山
公
を
中
興
の
祖
と
仰
ぎ
、

私
と
し
て
は
歴
史
の
重
み
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
従

っ

て
私
は
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
に
置
か
れ
た
訳
で
す
。
核
家
族
化
が
進
み
家
そ
の
も

の
が
崩
壊
し
か
け
て
い
る
中
で
、
尚
家
を
守
り
続
け
て
ゆ
く

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
中
略
)
併
し
私
は

そ
の
努
力

の
中
に
喜
び
を
見
出
し
て
い
ま
す
ゐ
何
故
な
ら
偉

大
な
祖
先
を
持

っ
た
誇
り
と
喜
び
を
持

ち
続
け
た
い
と
念
願

す
る
か
ら
で
す
。

と
い
う
中

に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

翻

っ
て
、
清
胤
と
景
勝

の
関
係

に
も
注
目

さ
れ
る
。
殊
に
、
天

正
十
四
年

(
一
五
八
六
)

に
は
高
野
山
の
重
宝
た
る
べ
き

『
綜
芸

⑰

種
智
院
式
併
序
』
が
清
胤
か
ら
景
勝

へ
託
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
清

胤
が
こ
れ
を
景
勝
に
託
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
戦
火
か
ら
守
ろ
う
と

ー



し
た
の
で
あ
り
、
清
胤
の
上
杉
家
に
対
す
る
期
待
の
大
な
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
依

っ
て
く
る
と
こ
ろ
は
、

い
う
ま
で

も

な
く
謙
信
の
清
胤

へ
の
深
い
帰
依
に
他
な
ら
な
い
。

註①

上
杉
謙
信
は
初
名

を
景
虎
、
後

に
政
虎
、
輝
虎
と
改
め
、
法
体

し

て
謙
信
と

い
う
。

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
謙
信
と
統

一
す

る
。

②

大
乗
寺
良

一
編

『
上
杉
神

社
誌
』

に
よ
る
。
米
沢
城
本
丸

の
御
堂

は
明
治
四
年

に
仏
式
を
改

め
神
祭

と
な

し
、
上
杉
神
社
と
な
る
。

③

筆
者
蔵

、
永
禄
七
年
甲
子
六
月
廿

四
日

上
杉
輝
虎
自
筆
願
文
複

製
晶
。
越
後

一
宮
弥
彦
神

社

へ
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

④

『浄

土
宗
全
書

二
〇
』
所
収

の

『
百
万
遍
智
恩
寺
誌
要
』
は
、
越

後
高
田
善
導
寺
と
す
る
が
、
同
寺

は
初
め
直
江
津

に
建
立
さ
れ
、
慶

長
十
八
年

に
高

田

へ
移
転

し
た
。

岌
長
は
天
文

二
十

二
年
六
月
二
十

二
日
に
智
恩
寺

へ
晋
山
、
宮
中

に
選
択
集
を
講

じ
、
同
六
月
二
十

五

日
、
智
恩
寺

へ
紫
衣

の
永
宣
旨
を
賜

っ
た
。

⑤

上
杉
神
社
蔵

大
徳
寺
徹
舳
授
記
文
。

⑥

高
梨
宥
興
師
解
説

『仏
説
毘
沙
門
天
王
功
徳
経
』

に
よ
る
。
高
梨

師

は
上
杉
家
菩
提
寺
法
音
寺
住
持
。
昭
和

五
十
九
年

よ
り
同

六
十
三

年

ま
で
真
言
宗
豊
山
派
教
化
部
長
。

⑦

上
杉
神
社
蔵

唐
草
透
彫
烏
帽
子
型
兜
。

儀
式
用
と

し
て
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑧

新
潟
県
上
越
市

の
林
泉
寺
蔵
。

一
般

に
知
ら
れ
る

「
毘
」

の

一
字

上
杉
謙

信
の
法
体

に
つ
い
て

の
旗
は
隊
旗
で
あ

る
。

⑨

佐

藤
進

一
他
編

『
影
印
北

越
中

世

文

書
』

所

収

(
九
九
～

一
〇

四
頁
)
。
左

の
三
通
。

(
天
文

廿
四
年
)
正
月
十

四
日

毛
利
越
中
守
宛

長
尾
入
道

宗

心
書
状
。

(
天
文
昔
四
年

)
二
月
十
三
日

毛
利
越
中
守
宛

長
尾
入
道

宗

心
書
状
。

天
文
廿

四
年

二
月
三
目

安
田
越
中
守
宛

大
熊
朝
秀
等
起
請

文
ま
た
、
高
野
山
清
浄
心
院

は
、
年
未
詳
神
無
月
十

一
日

清
浄

心

院
宛
宗
心
書
状
を
蔵
す
。

⑩

高

野
山
無

量
光
院

の

『
先
師
過
去
簿
』

に
よ
る
。

⑪

堀

田
真
快
著

『高
野
山
金
剛
峰
寺
』

一
九

一
～

二
〇
〇
頁

「
白
袈

裟

か
ら
紫

の
衣

へ
」

を
参
照
。
以
下
、
清
胤

の
僧
階

の
考
察

は
こ
れ

に
よ

っ
た
。

⑫

米
沢
市
立
図
書
館
蔵

『
歴
代
古
案

十
ノ
三
』
古
案

五
の
項
、

(
弘

治

二
年
)
六
月
廿
八
日

長
慶
寺
衣
鉢
侍
者
禅
師
宛

長
尾
弾

正
少

弼
入
道
書
状
。

⑬

上
杉
家
古
文
書
第
九
七
七
号

(
弘
治

二
年
)

八
月
十
七
日

越
前

守

(
長
尾
政
景
)
宛

長
尾
景
虎
書
状
。

⑭

米
沢
温
故
会
発
行

『
上
杉
家
御
年
譜

-
謙
信
公
』

一
九
七
頁
。

⑮

井
上
鋭
夫
編

『
上
杉
史
料
集

(
上
)
』
所
収
。

⑯

現
在
、
府
内
宝
憧
寺

の
位
置

を
特
定
す

る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、

現
在

の
越
後

国
分
寺
付
近
と
推
測
さ
れ
る
。
後

に
米
沢

へ
移

っ
た
宝

二
六
九



憧
寺
は
明
治

五
年
廃
寺
と
な
り
、
大
日
堂

の
み
現
存
。

⑰

黒
川
真
道
編

『
越
後
史
集
人

の
巻
』

一
二
八
頁
。

⑱

⑪

に
同

じ
。

⑲

高
梨
宥
興

「
剃
髪

に
つ
い
て
」
米
沢
温
故
会
会
誌

『
温
故
』
第

二

号
所
収
。

⑳

⑮

に
同

じ
。

⑳

上
杉
家
古
文
書
第
九
九
九
号

元
亀

元
年

十
二
月
十
三
日

御
宝

前
奉
納

上
杉
謙
信
自
筆
願
文
。

こ
の
年
は
、
謙

信

生

母

の

三

回

忌
、
義
兄
長
尾
政
景

の
七
回
忌

に
あ

た
り
、
謙
信

を
称
し
た
所
以
も

う

か
が
わ
れ
る
。

⑳

高
橋
義
彦
編

『
越
佐
史
料
巻

五
』

111
1
O
頁
。

⑳
)

平
野
団
三

「吉
川
町
大
乗

寺
の
石
仏
」
上
越
郷

土

研

究

会

会

誌

『
頸
城
文
化
』
第

四
三
号
所
収
。
平
野
氏

は
上
越
市
文
化
財
調
査
審

議
会
委
員
。

⑳

㊧

に
同
じ
。

⑳

上
杉
神
社
宮
司
大
乗
寺
健
氏
蔵

。
米
沢
城

二
の
丸
の
大
乗
寺

は
御

堂

の
神
祭

に
よ

っ
て
社
家

に
転
じ
る
。

こ
れ

は
明
治
二
十

六
年

に
記

さ
れ

た
も

の
で
、
仏
式

の

「
法
印
」

で
は
な
く
、
神
式

の

「
命
」
と

な

っ
て
い
る
。

⑳

大
乗
寺
良
一
著
。
大
乗
寺
健
氏
蔵
。

⑳

⑭
に
同
じ
四
九
六
頁
。

㊧

⑫
に
同
じ
二
=
二
～
二
一
四
頁
。

⑳

⑭
に
同
じ
四
三
二
頁
。

⑳

上
杉
家
古
文
書
第
九
九
八
号

天
正
三
年
卯
月
廿
四
日

御
宝
前

二
七
〇

奉
納
法
印
大
和
尚

不
識
院
謙
信
願
書
案

⑳

高
野
山
無
量
光
院
蔵

(
天
正
三
年
)

六
月
五

日

宝
性
院
宛

宝

憧
寺
清
胤
書
状

⑳

布
施
秀
治

『
上
杉
謙
信
伝
』
七
九
頁
。

⑳

大
法
輪
閣

『
大
法
輪
』
昭

五
八

・
2
号

=

八
～

一
二
三
頁

佐

'
藤
良
盛

「
密
教

の
基
本
的
修
行
」
よ
り
。

⑭

⑯

に
同
じ
。
ま
た
、
読
売
新
聞
社
編

『
空
海
と
真
言
密
教
』

四

一

～
四
九
頁
、
松
長
有

慶

「秘
儀
と
修
法

の
世
界
」

お
よ
び

、
米
沢
温

故
会

『
温
故
』
第
十

一
号
所
収

の
高
梨
良
興

「
謙
信
公

と
真

言

密

教
」

よ
り
。

⑳

⑭

の
松
長
有
慶

「
秘
儀

と
修
法

の
世
界
」

よ
り
。

⑳

上
杉
家
古
文
書
第
六
四
二
号

(
天
正
三
年
)

七
月
廿

一
日

謙
信

マ

マ

法
印
御
房
宛

無
量
光
院
快
慶
書
状
。
快

慶
は
無

量
寿

院

の
住

持

で
あ
り
、
無

量
光
院

に
住

し
た
こ
と

は
な

い
。
天

正
十

六
年

に
寺
務

検
校
と
な
る
。
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
編

『金

剛
峰
寺
諸
院
家
析
負

輯
』

(
以
下

『
析
負
輯
』
と
す
る
)

に
は
、

(
八
頁
)

前
寺
務
検
校
執
行
法
印
大
和
尚
位
快
慶

仮
名
長
任
房
、
第

二
百
四
代
検
校
、
淡
州
之
人
也
、
前
住
随

心
院
、
後
住
当
院
、
文
禄

二
年
癸
巳
八
月
二
日
未
尅
化

寂
、

行
年
七
十

六
歳
也
、

と
あ

る
。

⑳

上
杉
塚
古
文
書
第

六
四
三
号

(
天

正
三
年
)
七
月
廿
八
日

宝
憧

寺
宛
無

量
光
院
宥
義
書
状
。

⑳

『
析
負
輯
』

二
七
～

二
九
頁
。



⑲

⑫

に
同
じ
。
三
〇
九
頁
。

ま
た
、

『析
負
簿
』

六
三
六
頁
に
は
、

清
浄
心
院
累

代
先
師

伝
灯
大
阿
闍
梨
快
宣

当
院
開
基
以
来

三
十

五
世
、
文
禄

五
年
丙
申

六
月
廿
九

日
入

寂
、
春
秋

五
十
九
、

一傍
畫

天
正
十
九
年
之
僧
名
牒
云
、
快
宣
淳
立
旦
房
清
浄

心
院
、

已
灌
頂
、

マ
マ

と
あ

る
。
な
お
、
上
杉
家
古
文
書
第

六
四
四
号
に
、
年
未
詳
十
二
月

廿

一
目
謙
信
法
印
御
房
宛
僧
快
宣
書
状
が
あ
る
。

こ
の
日
付

の

「
暮

律
」

は
三
月
で
あ

り
、
宛
名
を
謙
信

の
法
体

を

認

め

た

「謙
信
法

印
」

と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
直

江

大

和

守

(
景
綱

・
天
正

五

年
三
月
五
日
没
)
を
介

し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
年
代

は
天
正
四

年
と
特
定

し
う
る
も
の
で
あ

る
。

⑳

⑭

に
同
じ
。
四
五
五
～

四
五
六
頁
。

⑳

謙
信
が
弟
子

に
灌
頂

を
授
け
た
記

録
は
な

い
が
、
高
野
山
龍
光
院

の
弁
雄

は
上
杉

家
家
臣
北
条
安
芸
守

の
子

で
あ
り
、
初

め
は
宝
憧
寺

に
住

し
て
い
る
。
し
か
し
宝
憧
寺

は
清
胤

の
兼
帯
寺
院

で
あ
り
弁

雄

が
住
持

で
あ

っ
た
と

は
思
わ
れ
な
い
。
当
時
、
弁

雄
三
十
七
歳
で
あ

り
、
後

に
高
野

山
に
登
り
北
室
院
頼
旻

よ
り
伝
法

さ

れ

て

い

る

の

で
、

こ
の
時

に
謙
信

に
よ

っ
て
受
明
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
と
し
て
も

矛
盾

は
な

い
。

(
『
析
負
輯
』

一
五
三
頁
参
照
)

⑫

法
音
寺
の
位
牌

は

「
不
識
院
殿
法
印
権
大

僧
都
謙
信

不
生
位
」

と
な

っ
て
い
る
。

⑬

⑭

に
同
じ
。
四
九
六
頁
。

⑭

『
上
杉
家
御
年
譜

3

景
勝
公
②
』

一
五
三
～

一
五
四
頁
。

⑮

上
杉
神
社
刊

『
上
杉
神
社
稽
照
殿

の
宝
物
』

の
序
文

よ
り
。

⑯

昭
和
五
十
二
年

四
月

二
十
九
目
、
謙
信
四
百
年
遠
忌
法
要

に
お
け

る
あ

い
さ

つ
よ
り
。

(
米
沢
温
故
会

の
記
録
よ
り
)

⑳

上
杉
神
社
蔵
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さ

れ

る
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い
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日
に
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る

こ
と
と
す
る
が
、
本
願
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滅
ぼ

さ
れ
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比
叡
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・
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討

ち
に
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野
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す
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、
上
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し
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の
勢
力

の
揺
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な
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も

の
と
な

っ
た
景
勝

に
そ

の
行
く
末
を
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す

他

は
な

い
と

い
う
、
清
胤

の
上
杉
家

へ
の
期
待
と
解
釈

し
た
い
。
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